ほぼ週刊コラム　Partnership論　その１５６
シリーズ：『米国Partnership税制勉強会』の振り返りと準備
第十五回勉強会（年表項目10：ビル・クリントン政権(1993-2001））の準備（２）：
それから私(Bill Clinton)は質問者に、財政赤字は大きな問題だが経済が成長しないのはそのためだけではなく「誤った経済理論にがんじがらめにされているからです」と言った。
『マイライフ　クリントンの回想　アメリカンドリーム　上巻』ビル・クリントン著、楡井浩一訳、pp727-728
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　今週のタイトルにある「誤った経済理論にがんじがらめにされている」は、Bill Clintonの原文英語で言うと：”We’re in the grip of a failed economic theory.”

これは、Bill Clintonが1992年大統領選テレビ討論会で放った形勢逆転の魔法の言葉、有名な“It’s the economy, stupid.”の変形版。要はレーガン・ブッシュの経済理論ではダメだと主張している。今週は、「誤った経済理論とは何か」について考えてみよう。
　ヒント。Bill Clintonテレビ討論会発言の締めくくり部分は以下の様になっている：
そして「皆さんは今、変化をもたらすか否かの決断を迫られています」と述べ、トリクルダウン経済論（訳注：政府の支出を大企業に振り向ければ、中小企業や公衆にも順に浸透するという説）を排して、「投資・成長」経済を実現できるよう手を貸して欲しいと訴えた。

　年表項目10：ビル・クリントン政権(1993-2001）については既に二年前に：
コラム３７　1993年、クリントン政権誕生。「経済民主化」実践開始。

「アル･ゴアのGII計画」＋「ビル・クリントンのpartnership論知識」＝IT産業革命
コラム３８　本来なら難問：「LLCはarm’s length entity？ それともnon arm’s length entity?」　この難問が意外とアッサリと解けた背景の根元に、実は．．．。
（そして以下は、来月勉強会のテーマだがクリントン政権の成果：check the boxについて）
コラム３９ 1996.11.3、クリントン二期目当選の直後の12.17、Check the Box規制化なる。
　以上をアップしてあるのでお読み頂きたい。…というか、今月勉強会の準備は、これで事足りると思う。
ということで、今週こそは短くいこう。少し気ままに。散文的に。そして、先ほどのfailed economic theoryとは何か、を考えながらつらつら書き連ねてみようと思う。

先週号のfile nameを目ざとく見つけた読者から短いファンレターを頂いた。それは、common good extends far beyond public welfare rev1.docというものだった。「このfile name、主題を良く表していますね」というファンレターだった。

「共通善は、公共の福祉を超えて遙かに広がる」という意味ですよね。これさえ分かれば齋藤さんのおっしゃりたいこと良く分かります。現行憲法十二条のヘンテコリンさが分かります、と。…長く孤軍奮闘を続ける私だが、こういう柔らかい励ましが届くと緊張感が解ける。「遙かに広がる」という表現が詩的で美しい。水平線の彼方、見果てぬ先に、誰も知らないとても大事なものがきっと…のワクワク感があるなと思った。
星の王子様じゃないけれど、「大事なものは目には見えない」という言葉も思い出した。
そう、そうなんだよね。難しいこと言っているわけじゃない。「可能性は無限」とか「自分を信じろ」とか「大丈夫きっと、何とかなる」とか「とにかく試してみろよ」とか「失敗したっていいじゃないか」というのと同じ励ましの言葉なんだよ、「共通善」って。
それが「公共の福祉」と言った途端、堅く冷たくなってしまう。何かしようとしても、所在なく自信の無い気持ちになっちまうじゃないか。なーんか「夢」がない。なにより「心」が感じられない。そんなのを目指す「社会」なんてなんだか「つまらなそう」。安全安心かもしれないけど、既存価値の追認の範囲で終わってしまい、進歩がなさそう。
それに比べて共通善という言葉には、シャッチョコバラズに大らかに、「楽しくいこうや」という気分が感じられる。「夢はでっかく」「きゅうきゅうとせずに」「自信をもって」…という感じ。これを目指す「社会」、なんだか「おもしろそう」。ちょっと「アブなっぽい」けど、新たな価値を見出し、進歩しそう。
誰をも説得できるほどの根拠は無い。けれどもそんなの「二の次」でいいじゃないか。予定調和じゃつまらないよ。サプライズが無い。問題は「気持ち」だよ。それと本人の「やる気」というか「気迫」。能天気はだめだけど、自分なりによく考えた上での根拠無き自信だけで十分だよ、「challengeしてみろよ」って励まされている感じ。
勿論「きびしさ」もある。周囲の者に課せられたobligationと、このchallengerに課せられたobligationもしっかりとある。
周囲の者は、このchallengeに関心を払い、「良い」と思ったら出来る限りサポートし、「悪い」と思ったら場合によっては体を張ってでも止めにかかる覚悟が必要だ。
challenger本人も、このchallengeが本当に「良い」ものなのかどうか、心と頭を使って常に検討を加えることが必要だ。
「良い」「悪い」と言ったが、それは「儲かる」「儲からない」では決してない。ここが大事。真の意味のeconomic substance（経済的実体）があるかどうかが問題だ。

きびしさ、即ちそれは、フランシスコ教皇の言葉で言えば、共通善への応分の応答責任感（a greater sense of responsibility for the common good、コラム１５０の第196段落参照方）なのだが、今週の主題がやっと始まった。この辺りで散文調はやめにしよう。a failed economic theoryとは何か、考えてみよう。
2012年からNHKのEテレで「オイコノミア」という番組が始まった。そこに、「実は、経済学とは、「人々がどのように生きれば皆で一緒に幸せになれるのか？」を考える学問です。」とある。そう、そのとおり。経済とは本来お金にまつわる話ではない。「儲かる」「儲からない」の話ではない。
経済（オイコノミア、ラテン語oeconomia、ギリシャ語oikonomiaまたはοίκοζ υέμoμαι）とは、本来、「皆で一緒に幸せになる人間活動、家庭活動、社会活動」のこと。だから将来、極端な話、「お金」を全く介さない「経済」が発明されるかもしれない。夢物語かもしれないけれど…。
確かにお金は、goods and servicesの「価値尺度」「価値保存」「交換」にとって有用だけれども、不可欠だとまでは言えない。
例えば、partnership transactionでは、該partners間だけで成立するconsideration（約因、価値の考察、お得感）で、交換取引（exchange transaction）が対象としているgoods and servicesの「価値」を、お金という尺度を使わずに見積もること、換言すれば、equity as between the partnersを見出すことが --- そのpartnersの間だけであって一般的ではないけれども --- 可能だ。少し違うけれど、物々交換の様なことができる。
「価値保存」についても、冷凍保存・真空保存などを利用すれば、様々なgoodsの価値保存を、お金を介さずに行うことが現在でも或る程度可能だ。

そう、本来の「経済」即ち「皆の幸せの増進」にとって「お金」は不可欠要素とまでは言えない。

また、economic substance（経済的実体） --- オバマ政権が2010年にcodifyした。年表項目12参照方 --- についても、これが「お金」を意味すると短絡的に考えてはいけない。そう、economic substanceの本来の意味は、コラム１１２でも説明したが、common goodの領域まで含めてのvalue（価値）のこと。将来は分からないけれども少なくとも現時点では一般的ではなく、従って「お金」では評価できないものまでeconomic substanceは含んでいる。
「そのリスクを敢えて取って「お金」で値付けをするのがビジネスってもんだろう」と考えた貴方、ブッブー、それこそa failed economic theoryへの入り口。Clintonにyou stupid!と言われちゃうぞ。
繰り返すが、そのchallengeが共通善に適（かな）うことが大事なのであって、儲けに繋がることが大事なのではない。
共通善という人知を超越した善も含む領域に、そのchallengeは含まれるのかどうか。人知を超越するのだから、土台無理な質問なのだが、この質問に敢えて取組続けること、悩み続けることが必要なのだ。
そして悩み続ける内に、1) 共通善に適うし儲かる、2) 共通善に適うが儲からない、3) 共通善に適わないが儲かる、4) 共通善に適わないし儲からない、の中で、3) 共通善に適わないが儲かる、と思えたとき、あるいは、周囲の者からそう指摘されたとき、勇気を持ってそのchallengeを止めることが必要。どんなしがらみがあろうとも、投資者への義理立てを欠こうとも、自身と仲間の生活が苦しくなろうとも、止めることが必要だ。
これが、貴方がa failed economic theoryにgripされていないことの要諦だ。
「そのリスクを敢えて取って」まではO.K.だ。でもその次に、「そのテーマが共通善に適うかよく考えて、共通善に適うと判断して」から、「「お金」ないし何らかのcollective goodsを与えることでもって評価するのがビジネスだ」というのが正解だ。
即ち、共通善に適（かな）うことが経済なのであって、儲かることが経済なのではない。儲かることが経済だと勘違いしたとき、フランシスコ教皇が言う様に、地球環境を壊してまで儲けようとする、あるいは、地球環境に害を与えていないかどうか関心を払わずに儲けようとしてしまう。
換言すれば、真の経済とはrighteousness or common goodを規範にしたものなのであって、alleged justice or public welfareやalleged necessity, utility, or securityを規範にしたものではない。（alleged：誰かが申告した所の）
後者のタイプのeconomic theoryは、20世紀のcorporate経済の様にしばらくは高度経済成長をもたらすかもしれないが、それ単独では、いずれかならずa failed economic theoryの馬脚を露す。
なお断っておくが、前者のタイプの経済と後者のタイプの経済は、車の両輪。どちらが欠けても転んでしまう。20世紀のcorporate経済を、完全否定するものではない。むしろ、corporate経済は或る割合必要なものだ。
究極的には経済は前者のタイプの経済だけであって、我々人類のearthly sojourn（Laudato Si’ 160、地上の旅）が終わる頃には、これだけで済む様になっているかもしれないが、それまでは、二つの経済があって初めて我々人類のearthly sojournの賄いがが叶う。それは、先ほどの2) 共通善に適うが儲からないbusiness、があることからも分かる。この費えを賄うのは明らかに1) 共通善に適うし儲かるbusinessからの上がりに違いない。
「お金」を介さない経済だけで私達のearthly sojournが済む様になるのは、まだまだ先のことの様だ。しかしくれぐれも、「お金」を介す経済だけで私達のearthly sojournを送るのは絶対に避けなければならない。なぜなら「お金」は真に価値あるものに対する鑑識眼を曇らせ、それだけによる経済は、間違いなく「人類の破滅」に繋がる道だからだ。

旧約聖書の知恵の書の最初の言葉を挙げておこう。それは、Love righteousness, you who judge the earth.　即ち、「地上世界を治める者達よ、righteousnessを愛せよ」という警句。ソロモン王 --- エジプト王ファラオの奴隷となっていたユダヤ人達がモーセの主導によってカナの地（現イスラエル）に戻った後、ユダヤに繁栄をもたらした王 --- の警句だ。
　今週号の結論：　誤った経済理論とは、共通善への応分の応答責任感（a greater sense of responsibility for the common goodコラム１５０第196段落参照方）を失った経済理論。

ここで、応分（a greater）は何を意味するかというと。即ち、各自がcapability（尊厳行為能力）を開発するfreedomを行使する分に応じて、の意味。
逆に、correctな経済理論を、齋藤流にくだけて言うならば：

『貴方がもし、Justice as fairnessや公共の福祉（public welfare）に制限されるlibertyではなく、その様には制限されないfreedomを行使する、即ちventureをしたいのならば、くれぐれも、共通善の内の人跡未踏部分を見つけるために、即ち、innovationのために、貴方の力（power）を使って下さい。絶対に、それ以外のこと例えば「金儲け」なんぞを第一目的にしてはいけません。

この表現が適当かどうか分かりませんが、if you are lucky（地上世界的な運が良ければ）、金儲けできるかもしれません。しかしそれは単なるオマケ、副産物です。無くてもどうと言うことはありません。大事なのは、貴方に与えられたdignityは何なのか、何時も思いを致すこと。なーに、難しいことじゃありませんよ。謎解きでもする様にワクワクしながら楽しんで下さい。

お金はtemporal worldでは役に立つかもしれませんが、彼の地では何の意味も持ちません。彼の地のlocal currency（そこに限って通用するもの）は別のものです。
エッ、「そりゃ何だ？」ですか。うーん、恐らく一般的な答えはありません。各自、お考え下さい。言うなれば、その様に思案を巡らせること、これこそが本当の「経済学」です。ヒントですか、そーですね、えーっと、No venture, no gain.なんて良いかもしれません。そう、恐らくその様にして得られる（gainできる）何か、それは失敗しても成功してもですが、その様にして得られる何かが、彼の地のlocal currencyと大きく関連するのでしょう。
ただ、勇み足はいけません。貴方に与えられたdignityが何なのか、ジックリと考えてからventureなさって下さい。そして一旦始めたなら、難しいかもしれませんが、果断かつ慎重におすすめ下さい。特に、「どうも違いそうだ」との思いが幾度もよぎったり、周囲の人にそう指摘されたならば、十分に慎重におすすめ下さい。貴方が巻き込んだ人が多ければ多いほど「中止」「退却」には勇気が要りますが、惰性で進めるのは最も良くないことです。先ほども言いましたが、失敗しても、それなりにキチンと対処するならば、それによって得られる何かは、彼の地のlocal currencyと大きく関連するでしょう。
最後に、念のためもう一度繰り返します。貴方のventureがriskyであればあるほどお金が必要かもしれませんが、だからといって「金儲け」を第一目的にしてはいけません。第一目的はあくまで、「共通善の内の人跡未踏部分を見つけること」です。現在一般的となっている感覚と違い、貴方のventureがriskyであればあるほど、応分（a greater）に、金儲けではなく共通善に適（かな）うことが必須となってきます。

さー、注意すべきはこの一点だけ。あとは貴方の御自由に。 Laudato Si’
　Have a nice earthly sojourn.　Enjoy！』
今週は以上。来週も請うご期待。
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